
 
 
 
 
 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 1472602711 
事業の開始年月日 平成17年2月1日 

指 定 年 月 日 平成17年2月1日 

法 人 名 三菱電機ライフサービス株式会社 

事 業 所 名 相模原ケアハートガーデン グループホーム あじさい 

所 在 地 

 
（〒２５２－０２０３） 
神奈川県相模原市中央区東淵野辺１－２２－１４ 
 

サ ー ビ ス 種 別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ■ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 １８名 

ﾕﾆｯﾄ数 ２ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日  
評 価 結 果 
市 町 村 受 理 日 

平成26年5月22日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
  
当社では認知症の方のためのアセスメント方式としてセンター方式を活用して
います。これは、ご本人を中心においてケアを考えるための道具で、ご入所に
至るまでの生活や趣味、或いはご家族構成などその方を知ることによって、良
いケアにつなげていこうというものです。  
ご入所の際にご家族に分かる範囲で記入していただき、その情報を基にご本人
がよりよい状態で暮らしていただくための課題を明らかにし、次にご本人の暮
らしの流れ（24時間）に沿って整理して、ご本人にとっての優先課題とケアの  
具体的内容を明らかにします。（ケアプランに活かせます）  
 

 

 
 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人 かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区本町2丁目-10番地 横浜大栄ビル8F 

訪 問 調 査 日 平成26年2月5日 評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

平成26年4月24日 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
【事業所の概要】 
 この事業所は、JR横浜線古淵駅から徒歩約15分の閑静な住宅地に位置する。玄関前の
道路を隔てて雑木林があり、遊歩道が整備されて利用者の格好な散歩コースになってい
る。建物は鉄筋コンクリート造り2階建てで、内部に入ると玄関に隣接した事務室があり
出入りを見守ることができる。玄関ホールからは広い階段か車椅子対応のエレベーター
で2階と通じている。各ユニットのリビングの脇には、共有部分全体を見渡すことができ
るオープンキッチンがあり、調理中でも利用者を見守ることができる。一角には小上が
りの和室が設置され利用者が訪問者と談話したりくつろいだりすることができる。リビ
ングは広さが充分で採光が良く明るく、食卓やソファーがゆったりと配置され利用者は
穏やかな表情でゆったりと過ごしている。 
 
【理念の共有とライフサポートケア】 
職員は「一期一会」の理念を念頭に置き、利用者との出会いを大事に思い、今できる

最高のおもてなしをするという姿勢で業務に従事している。常に笑顔で声かけして言葉
を交わし、表情や行動を観察してその人のやりたいことやできることを汲み取って可能
な限り実現しようとしている。ケアマネージメントではセンター方式シートを採用し、
利用者の基本情報、生活歴や家族情報、心身状況、やりたいことやできることなど把握
して利用者の希望する生活を支えるためのケアプランを立てている。プランの見直しに
当たっては、居室担当者が主体となってカンファレンスを開催し、皆の意見を集約して
ミニカンファレンスを行い、時間をかけて実施状況を把握して問題点を抽出している。
計画担当者は、家族や医師などの意見を取り入れ本人のかけがえのない暮らしをサポー
トする新たなプランを作成している。 
 
【法人のバックアップ】 
 フロア内の災害時避難経路の表示や職員用のヘルメットの設置、居室の利用者用ヘル
メットの設置、地震対策としての家具転倒防止棒の設置など安全管理やリスクマネージ
メントをはじめ、職員研修の企画・実施や管理者と職員の契約更新時面接に法人課長が
同席して意向や意見を吸い上げるなど、多方面に渡り法人のサポートがある。 
 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

 

自自己己評評価価及及びび外外部部評評価価結結果果  平成25年度 



 

 
 

 
 

事業所名 相模原ケアハートガーデングループホームあじさい 

ユニット名 花びら道り一丁目 

 
 
 
63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

○ 1，ほぼ全ての家族と 

 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

○ 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

○ 1，大いに増えている 

 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

○ 1，ほぼ全ての職員が 

 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 

Ⅴ アウトカム項目 

 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

○ 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 
57 

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 
58 

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 



自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている 

理念：一期一会 あなたとこうして
出会っているこの時間は、二度と巡
っては来ないたった一度きりのもの
です。この一瞬を大切に思い、今で
きる最高のおもてなしをします。定
期的に理念を確認し合い、日々共有
と実践に努めている。 

理念の「一期一会」は、職員が覚えやすく言
いやすいように簡潔にした。玄関や各フロア
に掲示し、ミーティングや申し送り時に確認
し共有している。職員は、その日その日を大
切に利用者との関わる時間を多くして、より
良いサービスを提供できるよう努力してい
る。 

 
 
 
 
 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している 

自治会へ加入して地域の夏祭りに参

加したり、近隣の小学校での運動会

や音楽発表会に参加したり、小学校

の生徒が来所されて七夕・クリスマ

スの飾り付けを一緒に行ったり、地

域との交流を図っている。地域とは

良い関係が保っている。 

自治会に加入し行事に参加している。近隣の
小学校とは、先生や生徒、父兄が見学とイン
タビューを兼ねて来訪したり、運動会や音楽
観賞会などの招待を受けるなどの交流があ
る。保育園の子ども達がクリスマスや敬老の
日に手づくりのプレゼントを持って来てくれ
る。傾聴、三味線、社交ダンスやカラオケな
ど多数の地域のボランティアが来訪してい
る。 

 
 
 
 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている 

小学校の町探検では毎年小学校の先

生、小学校２年生その父母が来所

し、グループホームについての質疑

応答が行われている。  

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている 

運営推進会議を２ヶ月に１回開催し

て、自治会長や民生委員及び地域包

括支援センターの職員、ご利用者本

人並びにご家族に参加して頂き、現

在のサービス利用状況の報告を行

い、サービス向上のために意見を伺

っている。 

運営推進会議は年6回開催している。利用
者・家族・自治会長・民生委員・地域包括支
援センター職員が参加している。運営や現
状、研修状況、イベントの報告などを行い参
加者の意見を聞いている。外部評価の報告も
している。地域包括支援センター職員から熱
中症対策など健康管理のアドバイスを受ける
ことがある。 

 

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる 

何かあればいつも市担当者に相談し

ており良好な関係を保っている。 

相模原市高齢部高齢政策課に管理者が運営に
ついて相談したり、アドバイスを受けてい
る。中央区生活支援課には生活保護受給者に
ついて担当者と連絡をとっている。市の認知
症実践者研修に職員が参加している。地域包
括支援センターとは運営推進会議などを通じ
て連携・交流している。 
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己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サ
ービス指定基準及び指定地域密着型介護予防
サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り
組んでいる 

夜間は、防犯上の理由から、玄関の
施錠は行っている。 
身体拘束が必要な場合は、ご家族か
ら同意書にサインを頂き、定期的な
見直しを行っている。 

運営規定や契約書に、身体的拘束をしない
介護について記載があり契約時に説明して
いる。車椅子使用の場合でも、できる限り
トイレには歩いて行ってもらいその後で椅
子に移乗している。玄関、ユニットの入口
は、日中は施錠していない。不意の外出に
は、職員が見守によって対応している。 

 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている 

月に１度のケースカンファレンス時

に、ご利用者を中心に見据えたケア

のあり方を話し合い、更には管理者

やリーダーが日々、利用者の表情に

注意を払い、変わりなく穏やかに過

ごされていることを確認している。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している 

必要な場合は協力医療機関や地域包

括支援センターなどと協力し、支援

を行っている。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている 

契約締結前に事前に説明を行い、更

には締結まで書類をお渡して、確認

頂き不明な点についてはご納得頂け

るまで十分な説明を行った上で契約

を交わしている。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている 

重要事項説明書により苦情処理窓口

の周知を行い、運営推進会議への参

加時には、様々な発言が出来るよう

に配慮している。ご家族やご利用者

に対して順番にご意見を伺う時間を

設け、苦情や要望を吸い上げるよう

心掛けている。更には、普段からご

家族とは綿密に意見交換し、何でも

言いやすい環境とお互いの信頼関係

構築に努めている。 

家族会は年1回、バーベキュー大会と併せ
て開催している。会議では運営報告・医療
連携体制加算・年間行事予定・ボランティ
アの状況などを説明し、家族の意見や希望
などを聞いている。家族の来訪時には、日
頃の利用者の状況を説明し要望や意見など
を聞き取っている。家族から利用者の帰宅
願望について相談を受け、対応について話
し合った事例がある。 
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外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている 

日頃から風通しの良い職場作りを心

掛けており、スタッフの意見や提案

を受け入れている。スタッフミーテ

ィングなどでも活発な意見交換が行

われている。 

スタッフ会議は、ユニットごとに月1回実
施し、事業所の重要な情報を職員に説明し
ている。管理者は、会議や日常の業務の中
で職員の希望や提案を聞いたり、日々のケ
アについての相談も受けたりしている。職
員の意見により業務を見直して合理化を図
り、時間をかけてきめ細かいサービスを提
供するように努めている。 

 

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている 

勤務状況や労務管理は常に課長が把

握し、不公平のない働き易い環境作

りを心掛けている。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている 

やりがいのある職場となるように会

社独自の社内研修や、かながわ福祉

サービス振興会等の外部研修にも会

社負担にて研修の機会を設けてい

る。年度始めには自己申告書・面接

により、個々の年間目標を設定して

いる。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている 

２年ほど前から相模原市内のグルー
プホームの管理者が集まり、様々な
課題に対する意見交換を行ってい
る。スタッフも外部研修で知り合っ
た他グループホームのスタッフとお
互いのホームの実習や見学をし合う
などネットワークも広がっている。 
これらのことがグループホーム全体
の向上につながるとの思いから大い
に奨励、応援している。 
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外
部
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価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困
っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている 

初回面接・施設見学・事前面接等を

通じて、ご本人の希望や要望等を聞

く機会を設けている。更に入居後は

ホームに早くなじめるよう、スタッ

フからの声かけやご本人の希望に耳

を傾けることに気を配り、安心して

生活して頂けるように努めている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている 

初回面接・施設見学・事前面接等を

通じて、ご家族の要望等をよく聞く

機会を設けている。更には、いつで

もホームにお越し頂ける旨と気がつ

いたことは何なりと言って頂きたい

旨をお伝えしている。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている 

初回面接等の相談時において、ご本

人及びご家族との話を聞いた上で、

適切なサービスが選択出来るよう

に、必要な場合は、他のサービスに

ついての情報を提供している。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる 

ご利用者から話しかけられた時は、

スタッフが他の仕事をしていても手

を止めて時間を取り、ご本人の思い

を汲み取れるようにしている。ま

た、認知症のアセスメントであるセ

ンター方式(ご利用者を中心に考え

る)を通して、ご利用者の昔の生活を

知ることで、本人の思いを感じ取れ

るように努めている。 
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価 

外
部
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価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている 

ご利用者とご家族がゆっくりと話が

出来るように、ご利用者の居室等で

一緒に過ごせるようにしている。ま

た、スタッフが普段の様子を説明し

て、情報を共有できるように心掛け

ている。 

  

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている 

近隣にお住まいで頻繁に面会に来ら

れるご利用者のご友人もいるが、面

会やご家族との外出は、自由にして

頂いている。 

利用者の要望で通い慣れたカラオケに行
き、昔の知り合いを呼んで楽しんだことが
ある。知人や家族からの年賀状を手渡して
読む手伝いをしている。学生時代の友人や
近所の方が訪ねて来たときは、リビング脇
の和室や居室などに案内してお茶のサービ
スをしている。利用者の知人が犬を連れて
きたときには、安全を確認し、利用者の同
意を得て対応した。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている 

ご利用者同士が会話をしやすいよう

に食席についても配慮している。レ

クリエーションや行事等を通じて、

時々はユニット間でも交流が図れる

ように配慮している。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている 

契約終了者に対しても、本人又は家

族から相談があった場合は、必要な

情報提供や相談に応じている。 
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外
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。 

認知症アセスメントのセンター方式

を採用し、ご本人やご家族からの思

いや意向の把握に努めている。 

居室担当職員が、利用者の要望を聞いて1
日中マンツーマンで応える日を設けてい
る。意向の把握が難しい場合は、家族の来
訪時に聞き取って「個別対応ノート」に記
録している。要望に沿って、ネイルや部屋
の清掃をしたり、喫茶店やカラオケに行っ
たりしている。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている 

認知症アセスメントのセンター方式
において、ご本人の生活暦や馴染み
の暮らし方等の把握を行っている。 
これまでのサービスの利用について
は、初回面接や必要に応じて、ご本
人及びご家族から確認をしている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている 

すべての職員が日々の様子を観察し

て、ケース記録に一人ひとりの１日

の過ごし方について、記録する。セ

ンター方式の２４時間生活変化シー

トを記録することによって、現在と

以前の１日の過ごし方の違いや心身

状態の変化の把握に努めている。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している 

ご利用者一人ひとりに対して、９ヶ

月に１回カンファレンスを開催し、

ご本人やご家族の意向を加味して介

護計画書の見直し等を行っている。

その都度、状態変化によりミニカン

ファレンスを行っている。 

ケアプランはセンター方式シートを使用し
て利用者の状況を記録し、24時間生活シー
トを活用している。カンファレンスを毎月
利用者1名について開催し、居室担当者が
意見をまとめ日数をかけてミニカンファレ
ンスを実施してモニタリングを行って評価
している。見直しは9か月に1度または状況
の変化の都度行っている。家族の意見や主
治医の指示などを随時取り入れている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる 

個別のケース記録や業務日報、連絡

帳を活用して、職員間での情報の共

有化を図り、介護計画書の見直しに

活かしている。 

  

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能
化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる 

他支店での福祉用具貸与を行ってい

る事業所から格安で特殊寝台等のレ

ンタルを行ったり、要望に応じて通

院のサポートをしたりしている。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している 

自治会のお祭りに参加したり、小学

校への運動会や音楽会等の行事に参

加して、ご利用者に喜んで頂いてい

る。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している 

内科の在宅訪問診療、２週間に１回

で全員診察を受けている。他のかか

りつけ医がいる場合には、医師同士

の連携が図れるよう配慮し、適切な

医療が受けられるように援助を行っ

ている。 

協力医療機関の往診はユニットごとに2週
に1回である。訪問看護は週1回来訪して健
康管理など行っている。歯科医の往診は2
週に1回で、希望があればその都度往診し
ている。他の科目の受診は家族が対応し、
診療情報は職員が聞き取り「通院者の記
録」に記録して共有している。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している 

看護職員はいないが、週１回訪問看

護師の訪問を受けて、全員の様子の

チェックを受けると共に日常の関わ

りの中で気付いた事などの相談を行

い、アドバイスを受けたり、必要に

応じて、かかりつけ医と連携をとっ

てもらっている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。 

入院した際には、介護サマリーを提

供し、医師から家族への説明時に立

ち会うなどと病院側との情報交換に

努めている。 

  

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる 

グループホームの現状における体制

について、ご本人及びご家族等と話

し合いを行い、在宅診療所や訪問看

護事業所、家族の力を借りて、でき

る範囲で最善が尽くせるよう取り組

んでいる。 

「重度化した場合における対応に係る指
針」の内容を契約時に利用者・家族に説明
しているが職員への周知は不足している。
看取りについては、医療措置はできないの
で事前に家族・医師・事業所で話し合い、
自然なかたちで最期を迎える状況で家族が
望む場合は医師の協力のもと対応する方針
である。看取りの実施例は過去に1回あっ
た。 

 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている 

心肺蘇生やＡＥＤの使用法などの救

急方法についての研修を行ってい

る。事故発生時の救急対応方法につ

いてもマニュアルにより、職員全員

が理解している。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る 

年に２回、防災訓練を行っている。 

近隣の消防署の方も参加され、助言

を得ている。災害時には、近隣の職

員への連絡が取れるような体制をと

っている。 

防災訓練は消防署の立ち会いで年2回行っ
ており自治会長が参加している。夜間想定
訓練を実施している。緊急連絡網の連絡で
地区在住の職員2名が5～10分以内に事業所
に到着できる。タンスや食器棚の家具転倒
防止棒やガラス飛散防止フィルムなどを設
置している。ユニット入口に職員用、各居
室に利用者用のヘルメットが備えられてい
る。飲料水、米などを備蓄している。 

災害備蓄は、事業所内部
または備蓄倉庫に、飲料
水や食料、必要な備品を
職員の分を含めて3日分確
保することを期待しま
す。 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている 

声かけや話し方は、基本的に敬語と

している。相手の人格等を尊重する

ようにマナー研修も行っている。認

知症であるご利用者の状況に応じ

て、親しみを込めた対応を心掛けて

いる。 

職員は、雇用契約時に個人情報保護につい
て同意書を提出している。管理者は、職員
の言葉遣いや対応の仕方について気になる
ことがあればそれとなく注意をしている。
調査訪問時に、職員が介助の際に利用者の
目線で声をかけたり丁寧に誘導しているの
が見て取れた。 

 
 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている 

本人の希望や意見を尊重するように

心掛けている。要望を叶えることが

難しい場合には、本人が納得いくま

で十分に話し合うよう心掛けてい

る。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している 

ホームの日課は基本的には、決まっ

ているが認知症であるご利用者の状

況に応じて本人のペースを尊重して

いる。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している 

モーニングケア時などに髪をとかし

たり、男性の髭剃り時の仕上げを行

ったりしている。また、月に１回訪

問理美容を利用し、日々の身だしな

みやおしゃれに気を配っている。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている 

食事を楽しんで頂けるように一人ひ

とりの好みを把握し、嫌いな物の場

合でもなるべく食べて頂けるよう調

理を工夫している。調理や食器拭き

ができる方には、手伝って頂いてい

る。また、季節毎の行事やしきたり

に応じた食事の提供を心掛け、習慣

を忘れず楽しんで食事をして頂ける

ように心掛けている。 

利用者が好きでないものでも、調理などを
工夫して食べてもらっている。利用者は、
お茶入れ、はし配り、盛り付けなどできる
ことをしている。職員は、一緒に食事をし
て、必要に応じて食事介助をしている。月
1回お好みメニューの日があり、食材を買
って作っている。パンの好きな利用者に対
して「パンの日」を設定した。出前や季節
の行事食も楽しんでもらっている。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている 

食事の摂取量については、毎食時に

確認している。水分量についても、

注意が必要な方においては、水分量

をチェックし、必要量の摂取を促し

ている。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている 

毎食後、入れ歯を外して口腔ケアを
行っている。本人ができない場合に
は、状況に応じてスタッフが介助し
ている。夜間は、入れ歯を外し、週
３日はポリデントによる消毒をして
いる。必要な方は訪問歯科を利用し
て１ヶ月又は２週間に一度、口腔ケ
アを行っている。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている 

排泄チェック表を作成して、一人ひ

とりの排泄パターンを把握し、トイ

レ誘導することで失禁の軽減を図っ

ている。 

排泄チェック表で排泄パターンを把握し、
それとなく声をかけてトイレ誘導してい
る。車椅子使用の場合でも、できる限りト
イレには歩いて行ってもらっている。失敗
したときなど、本人の羞恥心などに配慮し
手早く処理している。トイレ表示は文字の
大きさや表示場所などを工夫して分かりや
すくしている。 

 
 
 
 
 
 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる 

一人ひとりの排便パターンを考慮の

上、乳製品・食物繊維、起床時の牛

乳摂取に気を配り、毎日のラジオ体

操をはじめとした適度な運動も行っ

ている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている 

週２日の入浴を提供している。曜日

や時間は、本人の希望に合わせるよ

う心がけているが、夜間帯などの入

浴は行っていない。 

入浴は原則として週2回、日中の時間帯で
利用者の希望により対応している。入浴を
好まない場合は、無理強いはしないで時間
を変えるなどして対応している。体調に応
じてシャワー浴などの対応もしている。季
節感のある菖蒲湯やゆず湯、入浴剤なども
楽しんでもらっている。利用者の希望によ
り同性介助の配慮をしている。 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している 

快適な温湿度を保つように調整して

いる。居室は個室となっており、安

眠できるようにプライバシーの確保

をしている。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている 

医師から薬の説明をよく聞くと同時

に薬状をよく読み薬の目的や副作用

を理解している。服薬時には、本人

と一緒に薬の袋に書かれた氏名、日

時を確認し、飲み込んだことを確認

する等、間違いなく服薬できるよう

に支援している。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている 

ご本人の生活暦や昔の趣味などを知

ることに力を入れ、各ユニットで毎

月１名ずつの個別支援を行ってい

る。また、ボランティアによる月に

一度の習字や三味線・謡・舞踊披露

会、傾聴会を実施し、日々を楽しく

生活できるように支援している。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している 

日課の中でできるだけ散歩へ行ける

よう心掛けている。また、季節毎に

お花見や日帰り旅行を行っている。

家族との外出・外泊も自由にして頂

いている。 

天候が良ければ、毎日近隣の雑木林などへ

散歩に出かけている。歩行が困難な方や車

椅子の場合でもできるだけ皆平等に外出す

るように配慮している。年1回、利用者・

家族・職員・ボランティアが参加してバス

旅行をしている。今回は、富士花鳥園に行

き園内を巡って楽しんだ。近くのファミリ

ーレストランへ外食に行くこともある。 

 

 



50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる 

基本的にお金はお持ち頂かないこと

にしている。お金を自己管理できる

方の中には、おこずかい程度を管理

している方もいる。おこずかいが必

要な時にはホームにて立て替えてい

る。ホームの買物時や散歩時などに

は希望に応じて使って頂いている。 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る 

希望に応じてご家族やご友人に電話

をしたり、手紙のやり取りの支援を

行っている。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 

食事中は、音楽を流したり、リビン

グに温・湿度計を設置して、快適な

温度と湿度が保てるようにしてい

る。また、月毎に手作りでカレンダ

ーを作ったり、季節に応じた生花や

飾り付けを行い、季節感ができるよ

うに工夫している。 

共有空間はバリアフリー構造で手すりの配
備も適切である。リビングは床暖房で、採
光が良く明るく、小上がりの和室は多目的
に利用されている。隣接してオープンキッ
チンが配置され、職員は調理しながら利用
者の見守りができる。壁には利用者の習字
や短歌の作品や行事の写真、手づくりの大
きなカレンダー、生花などが飾られ季節感
のある空間になっている。 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づく
り 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている 

ダイニングの席は基本的にご利用者

それぞれの場所を決めて、いつでも

利用して頂けるようにしている。ま

た、リビングのテレビ前にソファー

を設置したり、和室の掘りごたつに

座り、共用部分でもゆっくりと過ご

せる場を提供している。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている 

居室には、自由に使い慣れた物を持

ってきて頂いている。 

居室は、空調設備、照明器具、収納設備が
あり、ベッドは持ち込みかレンタルを利用
している。利用者はカーテン、チェスト、
家族の写真、テレビ、人形など馴染みのも
のを持ち込んで快適に生活できるようにし
ている。清掃は職員が実施しているが、で
きる利用者は一緒に行っている。居室の表
示は名前で、家族が装飾を工夫している部
屋もあった。 

 



55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づく
り 
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る 

トイレや居室の部屋などは分かりや

すいように大きな文字で掲示してい

る。また、危険箇所がないように定

期的に安全巡視を行っている。 

  

 




